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は じ め に

名倉ら［1］の報告のように、日本産のアザラシ類では
Acanthocheilonema属線虫が見つかっていたが、その媒
介者であるEchinophthiriidae科のシラミ類が未発見で
ある。Acanthocheilonema属はアザラシ類に特異的に寄
生するDipetalonemaの一亜属の名称であったが、これ
を独立属に昇格させる考え方が欧米で主流となっている
ので［2］、本稿でもこれに従う。この線虫は心臓心室内
に寄生をするので、陸上ではヤブカ類によって媒介され
る犬糸状虫のようなイメージの線虫である。すなわち、
かつて陸上で成立していた伝播の関係が、その終宿主－
中間宿主－寄生体の関係を維持しつつ、海洋生活に移行
した点で、進化・生態的に興味深い現象でもある［2］。
今回、北海道襟裳岬で救護されたゼニガタアザラシ
Phoca vitulinaから同科シラミ類が検出されたので報告
する。

材料および方法

2015年6月、北海道襟裳岬にてゼニガタアザラシが救
護された。体表に外部寄生虫6個体（図1）および虫卵
が見出されたころから、70％エタノール液に固定・保存
後、酪農学園大学野生動物医学センターWAMCは鑑定
を依頼された（登録番号AS15826）。これらをガムク
ロラール液およびラクトフェノール液で透徹して、光学
顕微鏡下で観察した。

結果および考察

6個体のうち、1個体は雄（図2左）、ほかは雌（図
2右）であり、体部の各測定値は次のようなものであっ
た（mm）。
雄：体長2．5、体幅1．6、頭・胸部長1．0、触角長0．4、

胴長1．6。
雌：体長3．0～3．1、体幅2．0～2．1、頭・胸部長1．1～

1．20、触角長0．4、胴長2．0～2．1。
触角を構成する4節にそれぞれに微小な剛毛が認めら

れた（図3）。体部全体にも剛毛を有し、胸部のものの
一部は特徴的な斑紋を囲むように存在し、いずれも等長
で短かったが（図4上）、腹部のものは長さが様々であっ
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図1．Echinophthirius horridusが襟裳岬産ゼニガタア
ザラシ脚鰭表面に寄生した状態
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た（図4下）。肢は第一肢から第三肢にかけ次第に長く
なるが、いずれもその末節によく発達した鉤状の爪が認
められた（図5）。今回の鑑定材料では体毛に付着した
二つの虫卵が認められ、長径1．0×短径0．6mm、これら
先端にラクビーボール状の附属物（長径66μm）が認め
られた（図6）。

頭部および胸部に剛毛を持つことからEchinophthir-
ius属の特徴を有し、かつ、触角が4節に分かれること、
胸部に特徴的な斑紋を有すること（図4上）、胸部から
腹部にかけての部分に多様な長さの剛毛を有することな
どの形態的な性質から、Echinophthirius horridusと同
定された［3、4］。本種は国外のゼニガタアザラシでは普通
であるが、北海道では未報告である。しかし、根室産ア
ザラシ類でAcanthocheilonema属線虫が見つかっていた
ので［1］、その媒介者であるEchinophthiriidae科のシラ
ミ類の生息はかねてから予想されていた。これが証明さ
れたわけである。かつて陸上で成立していた宿主－寄生

図2．ゼニガタアザラシから得られたEchinophthirius
horridus（左：雄、背側；右：雌、腹側）

図5．Echinophthirius horridusの第3肢先端爪（雌、
右側）

図3．Echinophthirius horridusの触角（雌、右側）

図6．Echinophthirius horridusの虫卵

図4．Echinophthirius horridusの剛毛（雌、腹側；上：
胸部；下：腹部）
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体の関係が、海洋生活に移行した点で、寄生虫の進化・
生態学面で興味深いが［2］、このような現象が身近な道
東地域でも存在した点を、まず、強調したい。さらに、
アザラシ類は本道の沿岸地域で救護されることが多いの
で、今後は、シラミ寄生個体も見出されるであろう。そ
の際、発見者・救護者などがこういったシラミ類がヒト
に寄生をする危惧を抱くかも知れないが、そのようなこ
とはないことをご説明頂きたい。
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